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令和２年度第３回甲賀市商工業振興計画審議会 会議録 

 

開催日時：令和３年３月２９日（月） １５：３０～1７：００ 

開催場所：甲賀市役所３Ｆ 会議室３０１  

出席委員：＜委員＞別紙委員名簿に記載 

事務局 ：＜市＞松下泰也商工労政課長、近藤基博商工労政課係長 

立岡直樹商工労政課主査 

        司 会：松下課長 

会議次第：１．開会 

２．挨拶 

３．協議事項 

（１）「甲賀市商工業振興計画」の見直し（素案）について 

資料１

（２）「甲賀市商工業振興計画 実施プラン」の見直し（素案）について 

資料２ 

４．その他 

５．閉会 
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１．開会 

事務局 

・ 本日はお忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございます。それでは、

定刻となりましたので第３回商工業振興計画審議会を開催させていただきます。 

  それでは、まず会議に先立ちまして市民憲章の唱和をお願いします。ご支障のな

い範囲でご起立ください。市民憲章につきましては、次第の裏面にございます。私

が、前文を読み上げますので、引き続きご唱和いただきますよう、よろしくお願い

いたします。 

 

 甲賀市市民憲章唱和 

 

・ どうもありがとうございました。ご着席ください。それでは、改めまして本審議

会の開催にあたり、委員長より一言ご挨拶をいただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

２．挨拶 

肥塚委員長 

・ 甲賀市商工業振興計画について今日審議していただいて、次回で答申となってい

ます。この間いろいろ皆さんからいただいたご意見を反映して、今回のご提案にな

っていると思いますが、さらに議論を深めて、より良いものにしていきたいと思い

ますので、皆さん積極的にご意見をいただければと思っております。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

事務局 

・ ありがとうございました。それでは続きまして、議事になります。審議会の規則

では、委員長が議長となりますので、これからの議事につきましては、委員長にお

願いします。 

 

委員長 

・ それでは、審議会の成立について、事務局より報告願います。 

 

事務局 

・ 審議会の成立について、ご報告をさせていただきます。今日の審議会につきまし

てはオンラインでのご参加も含め、合計１２人の委員様にご出席いただいておりま

すので、会議開催の要件を満たしているということで報告をさせていただきます。

以上でございます。 
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３．協議事項 

委員長 

・ そうしましたら、協議事項でございます。１番目、甲賀市商工業振興計画の見直

し案について、事務局の方からご説明お願いいたします。 

 

事務局 

・ 事務局より資料１を説明。 

 

委員長 

・ 資料１の方でございますが、甲賀市商工業振興計画案につきまて、皆さんからさ

らにご意見、ご質問をいただきたいなと思っております。いかかでしょうか。 

 

委員 

・ ９ページです。来年、植樹祭があります。林業の振興のようなものを入れた方が

いいと思いました。農業、農林業みたいな形にしていただくのがいいと思いました。

以上です。 

 

委員長 

・ この点いかがでしょうか。 

 

事務局 

・ まさしく承った通りだなと思っておりました。今赤字でもとより農業振興にとい

うような部分もございます。他の文書と整合をとりつつ、入れさせていただきたい

と思います。 

 

委員長 

・ はい、その観点で加筆ということになりますかね。他いかがでしょうか。 

 

委員 

・ ７ページの薬業のところですが、高齢化に伴いというところで高齢化が問題提起

されています。ところが、次に超高齢社会というのが消されていて、いきなりアフ

ターコロナが出ているので、そういう部分も含めて「及びに」等で繋げたらいいと

思いました。 

 

事務局 

・ 高齢化というのは大きな課題として認識しておりますので、文脈を整理しながら、

その高齢化というフレーズも入れて修正させていただきたいと思います。 
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委員長 

・ それでは次にいかせていただきます。最終的には用語説明資料をつけられると思

いますが、1 ページのところにＤＸといきなり出てきており、「デジタルトランスフ

ォーメーション（ＤＸ）」としていただいたらどうかと思います。最終的にはいろい

ろな用語が出ておりますので、説明をしっかりとつけていただければと思います。

他よろしいですか。これについては、今いただいた点を、修正していただいたらと

思います。続きまして協議事項の２でございます。甲賀市商工業振興計画実施プラ

ンの見直し（案）について、資料に基づき事務局からご説明をお願い申し上げます。 

 

事務局 

・ 資料２ 甲賀市商工業振興計画実施プラン（案）について説明。 

 

委員長 

・ こちらの実施プラン（案）では、かなり詳細に色々な点が記されております。皆

様方に関係するところも、関係しないところ含めましてご指摘、ご意見いただけれ

ばと思います。 

 

委員 

・ 滋賀県の議会で可決されました。大企業と中小企業ならびに官学を含めたビジネ

スマッチング。要は、びわ湖環境ビジネスメッセが終了して、その代わりに大企業

と中小企業がいろいろと新しいものづくりをしたい、そういうのをマッチングする。

３パターンですね。滋賀県がビジネスマッチングをする。 

省エネ蓄エネ関連の事業に対する協創、共同のビジネスマッチング。大学クリーン

関連研究の協創、共同ビジネスマッチング。製造物流クリーン関連の協創、共同ビ

ジネスマッチング。エコシステムです。逆に甲賀市のバージョンで大企業と中小企

業を結び付けることや大学と企業を結び付ける等も考えてはいかがかなと思いま

す。 

 

委員長 

・ 結構大きな論点だと思いますが、何かコメントいただけますか。 

 

事務局 

・ 事業連携、大学連携は、県がびわ湖環境ビジネスメッセを終えた「次の一手」と

いうことで、提案し動いていると思っております。市といたしましても県が動いて

いくところにのっていければとは思います。実際に環境ビジネスメッセに対しまし

て、工業会で出店等の取り組みもやっていただいておりますので、その新たな施策

でも工業会なり商工会と連携し、進めていくことが大事だと思います。市独自の策
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などを見出せるようであれば、市としても検討していくということが必要かと思い

ます。一旦、県の方から動いてもらい、施策的には１０ページに書いております中

小企業間の連携促進、大企業との連携という大きな課題がありますが、地元の企業

同士が協業するといった取り組みから進められればと思っております。 

 

委員長 

・ ありがとうございます。商工業振興計画には大企業という言葉は使われていない

ので、それをどうするかはご検討いただければと思います。 

 

委員 

・ 私が一番気になっておりますのが、２０２５年の万博。信楽焼が県の指定で、第

1 番目に指定されたのが信楽焼です。これは甲賀市がどのように取り組んでくれる

のか非常に心配しております。甲賀市も色々とこれからの考えもあると思います。

経済産業省の助成金、メニューが色々とあるとは思いますが、地元負担の部分が３

分の１でも、４分の１でもあるとすれば、やはりこの話は進みづらい。そういう点

で甲賀市がどこまで応援してくれるのか。それと、信楽全体の陶業界で考える。何

をアピールするのか。この辺のところもなるべく早く計画していただいて、組合に

も相談いただきたい。一番気になっているところでございます。 

 

事務局 

・ 先週、近畿経済産業局とお話しましたが、ブランドのブラッシュアップというこ

とで福井を足した近畿 2府 4県が近畿経産局のエリアでございます。その中で１０

のブランドを選んでいこうという中で「信楽焼」も選ばれたというところです。先

週２０２５の大阪万博の担当室のようなものを経産局の中で作られました。そのス

タッフの方が市役所に来ていただきました。ブランドいう部分においてゴールを２

０２５に持っていきたい。そして、その後のレガシーをどう引っ張っていくのかと

いうところを考えていきたい。信楽焼を芯に据えながら、その他の地場産品、お茶

や薬。あとご提案したのは、県内３３の酒蔵のうち、９つが甲賀市の中にあり、そ

れも一つ大きな産品になると思っております。それらを一体的におもてなしするた

めにはどう考えていくのか。先週、提案を受けましたので、整理させてもらって、

地元産地の皆様にもご相談をさせていただきたいと思っておりますし、新年度には

もう少し形を固めていければと思っているところです。そういった意味も込めまし

て５ページの地場産業の維持拡大というところで、大阪・関西万博のフレーズもし

っかり入れていきながら、進めていきたいというふうに考えているところでありま

す。以上でございます。 

 

委員 

・ よろしくお願いします。企業誘致の強化という部分が思いつきで話すのでまとめ
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て話せるかわかりませんが、事務局から「社長、東京行っておられますか」と聞か

れて、「今まで最低でも月２回は東京出張に行っています」と答えました。会社には

半分ぐらいしかいない生活だったのが、今はほとんど家と会社の往復、通勤も今は

歩いてです。東京離れというのでしょうか。私の知り合いの会社も東京本社を地方

へ移した会社もございます。前はやはり東京にいかないと仕事ができないというの

がありまして、私どもの会社も５年前まで東京営業所を持っていましたし、製薬で

は日本橋です。本社があるのでやむを得ず営業所を作っていたのですが、今はウェ

ブとなったことで必要ない。本社を東京においておく必要があるのかどうか。 

淡路島へ本社を持っていかれた会社があり、大きな話題になりました。別に淡路

島でも仕事ができるのですね。だから一生懸命、工業団地、高速道路とあるけれど

も、昭和の時代のまちづくりですよね。今はやっぱりオフィスを甲賀市へ誘致する。

いわゆるサテライトオフィスみたいなものを持ったら、いくらか補助するとか。ど

こかの街がやっています。結局そういう工場を建てるとしたら大変ですよね。大き

な土地がいるし、自然破壊もある。しかし、サテライトオフィスでしたらそんなに

大きな問題にならない。甲賀市にサテライトオフィスを作ってもらえませんかと。

そこに人が集まってくるし、人口も増えるし、街も活性化すると、そういうシナリ

オになるかわかりませんけれども、一番いいのは本社機能を甲賀に持ってきてくだ

さい。これからの企業誘致の新しいやり方かと思います。是非ともそういう部分が

もう少しあればと思います。もう工業団地は結構ですので、ただでさえ人が少ない

のに、これ以上、工場を作ると働く人の取り合いになってしまう。どっちかいうと、

他からわざわざ甲賀の工場に働きに来てくれませんので。逆にそのオフィスだと、

甲賀に住むと部屋も安いし、出張してくれたらホテルも潤う。そういうのをうまく

表現してもらえたらありがたいと思います。以上でございます。 

 

事務局 

・ 今の２ページところでは工業用地創出による企業誘致の推進というところで、も

のづくりみたいなイメージになってしまったのは、考えどころかなと思っておりま

す。今ご提案いただきましたサテライトオフィス。新年度予算でサテライトオフィ

スを市内で、やろうかなという場合に、住宅リフォーム補助というのがありまして、

それで１００万円の補助があります。あとは通信関係です。ネット環境などで別途

２００万円、一応２段構えのような形で支援をしていこうと考えています。モデル

的に新年度予算に計上させていただいております。例えば、家でリモートの仕事を

することが難しいから他で仕事している等、需要があれば、自社のサテライトオフ

ィスというよりも、サテライトオフィス用としてそれを生業とできるのであればと

支援策を設けさせていただいたところです。北泉の方にも大手のそういったサテラ

イトオフィスが、４月からオープンをすると聞きました。あと本社機能につきまし

ても、去年の 9 月議会で固定資産税の改正をさせていただきました。本社機能の研

究機関を本市にもってきていただいた場合はその設備投資に係る固定資産税を３
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年間に限り０％しましょうと、また引き合いもあります。さらにもう少し、次の一

手みたいなところも考えていけるかというところもあり、３ページのオフィス的な

ところも見える感じで進めさせてもらうことで、政策にも繋がっていくと思います

ので、修正をさせていただければと思います。 

 

委員長 

・ ぜひそういう新しい視点を入れていただければと思います。予算をとって始めて

行えるということですので、そういうことが広がっていったらいいのではないかと

いうご意見です。それを含めて検討いただけるということでございますのでよろし

くお願いいたします。 

 

委員 

・ 創業支援のところで、先ほどご説明のあった部分で質問になるのですが、クラウ

ドファンディングの活用ということで文言が加わっていますが、クラウドファンデ

ィングというのは別に創業者だけでなく、一般的にいろんな方がチャレンジできる

仕組みだと思うのですが、創業のところに入っているというのは意味があるのです

か。というのが 1 点と、あともう 1点が創業とはいっても副業を始められている方

が多いです。新しく自分が得意なところを使って、まずは副業から初めて、そこか

らだんだん起業していくっていうような緩やかな創業っていう形を取る傾向が増

えてきているので、女性や若者だけに限らず、副業する方の支援みたいなところも

あると良いのかなと思いました。 

 

事務局 

・ まず一つ目のクラウドファンディングについて、なぜそういうふうに入っている

のかについては、入れやすかったからです。そして、新年度の予算でクラウドファ

ンディングをされる方が目標額までいっても１０％ぐらいが、運営会社の方に手数

料として必要となると聞きましたので、その手数料部分を補助しようと計上したと

ころです。そういったところもあって、一旦創業される方に対しても、第２創業も

含めて、入れさせていただいたところです。もう一点、これからまさしく副業の部

分っていうのはこれから本格的に進みますけれどもフレーズとしてどこかに入れ

たいなと今改めて思います。副業から創業に繋がっていくこともあるでしょうし、

違う勤め方に変わっていく可能性もあります。 

 

委員長 

・ 副業という言葉をどっかに入れていただくということと、クラウドファンディン

グもサポートを考えておられるということです。第２創業というもの大切なキーワ

ードですので、せっかくいただきましたので、検討いただければと思います。 
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委員 

・ 先ほど本社やオフィスという話で思ったのですが、私はパン屋を営んでおり、そ

の横にテナントビルを建設いたしました。去年の７月に竣工しました。２階はスポ

ーツジム関係の業者が入っていただいていますが、1 階の方のテナント誘致を１０

ヶ月ほど、営業活動は１年以上やっていて、引き合いが５～６件しかありません。

８ページの創業支援の中で、起業や店舗経営を目指す創業者とありますが、やはり

ナショナルチェーンの生活に密着した店舗が増えていくことが人口の流出を防ぐ

というか、いい街に向かっていけるのではないかと思っています。このコロナ過で

仕方がない部分もあるのでしょうが、テナントの不動産をされている方が、投資に

対して引け腰になってしまうのは、やはり入ってもらえないという不安からその投

資もしなくなってしまう。そういったところの観点もあればいいのかと思いました。 

 

事務局 

・ 今、貴生川駅を中心にして、人口のダム機能、人の流出を防ぐために、再開発的

な大きなプロジェクトが動きかけております。例えば、貴生川駅の北側から北にあ

がって、右手の方に希望ケ丘があります。大きな道を一本つけよう案があります。

南側に市の土地が結構ありますので、そこを再開発する。その時に商工業振興とし

て何かできるものがないかというような命題を受けています。例えば湖南市の場合

でいくと、１号線上に某大手のスーパーが田の真ん中に作られたと思います。その

影響かどうかわかりませんが湖南市役所を横にある大手スーパーは今年か来年に

は撤退するということがあります。人口のパイというか消費のパイと、バランスを

どう立てるかその時に行政がどこまで突っ込んでいいのかみたいなところを特に

悩んでおります。先ほど固定資産税の話をしたのも主にものづくり企業さんですが、

例えばその駅を拠点に考えるのであれば、駅から半径１キロとかで設備投資をして

いただいた場合は主に固定資産税を軽減していくとか、その場合は主に商店になり

ますが。そういったプレイヤーの責任も行政の責任もあるというような誘導策がい

いのかなというのもちょっと悩んでいるところであります。実施プランに落とし込

めていないのですが、課題として十分認識をしております。 

 

委員長 

・ この論点、多分何人かの方がコメントあるかなと思っているのですが、どうです

か。 

 

委員 

・ 今、運営している農業公園があるのですが、実際、４月からそこの隣の学校で学

童保育ができなくなり、公園というのに学童保育の経営をすることになりました。

やはりこれは基本目標４になるのですかね。いろんな作業の組み合わせみたいなも

のがありますが、やはり今まであまり関係ないと思っていたもので何か組み合わせ
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をやっていくと面白いと思います。昼間カレー屋やって夜は居酒屋というような色

んな組み合わせがあります。コンビニと保育園くっつけちゃうとか、それこそ昼間、

保育園で夜、居酒屋でもいいと思うのですね。既成概念を取っ払ったみたいなもの

をやると、この空き店舗対策みたいなものも、楽しいことができるかと思いました。 

 

委員長 

・ 他いかがでしょうか。まだ発言されてない方コメントがあれば、いただこうかと

思っておりますが、いかがでしょうか。よろしければ一点、この８ページですね。

東京オリンピック・パラリンピックは書いていてよろしいのでしょうか。この案が

通るのが、オリンピック終わってしまっているということがあってもその改訂でい

いのでしょうかっていう質問です。 

 

事務局 

・ まさしくタイミングの話かなと思っていまして。タイミングが悪ければ最後に落

とさせていただく。また先ほどの万博と一緒で、一旦、オリンピック・パラリンピ

ックというイベントのタイミングとその後のレガシー感のようなところでも意味

は出てくるのかなと思っていますので、そこら辺も含めてちょっと整理をさせてい

ただきたいと思います。 

 

委員長 

・ そうですね大阪万博２５年でいいのですが、オリンピック・パラリンピックはい

ろんな意見が起こっている中ですね。どうしていくのがいいのか、ちょっとこれは

パブコメをまたかけられるということもあり、今のこの現局面でいうと慎重な取り

扱いをされておられた方が、いいのかなということで、ちょっと気にしております

ので、それを含めて、検討いただければと思っております。はい、よろしくお願い

します。他いかがでしょうか。 

 

委員 

・ 基本目標の５に入るのか。最後の女性活躍、働き方改革に入るのか。わからない

ですが。今ほとんど若い方は共働きをされている。その中で子どもさんができれば、

育休で、働く場っていうのが限られてくる。例えば、働ける時間に働く場所を提供

する。働きたいという方々を登録されて、その方々を各企業さんに紹介するとか、

そういうのも一つの雇用として確保する。それから、女性の活躍というのが出る。

そういうことも一つの担い手確保とか、雇用機会の促進とかそういうところにも繋

がるかなというふうに思います。 

 

事務局 

・ まさしく基本目標５の③の人材の育成確保支援なり、その次のところに繋がって
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くるのかなと思います。今日もご出席いただいておりますけれども、ハローワーク

さんと連携をしています。本当にきめ細やかに、対応いただいています。例えば、

結構大きな会社さんが撤退されるというのが、一昨年、市内で発生しました。その

際には、甲賀ハローワークさんと東近江ハローワークさんと伊賀さんと３つのハロ

ーワークさんが連携して、その事業所によく似た仕事を探していただきました。就

職氷河期世代の就労支援を今年、初めてやりましたけども、女性、障がいのある方

の面接会もハローワークさん一緒になってやっています。フルタイムは難しいけど

パートタイムでいけるとか、市内の企業によれば朝９時から夕方の３時までちょう

ど子ども送って迎えにいく間の時間に仕事をするというところもあります。そうい

った部分を我々の今の就労支援とか、それぞれのいろいろな就労困難の方と就労に

結びつけていく中で、特にハローワークさんと結びつけ、進めていきたいと思って

おります。これは本当に姿勢もちょっと見える形で、そういう自分の時間にあった

とか、そういう表現ができるそうであれば、ちょっと加えさせていただくようなこ

とで整理をさせてもらえればと思っております。 

 

委員長 

・ 他いかかでしょうか。 

 

委員 

・ 先ほどからのお仕事、働き方なのですけど、若い女性が働こうとしますが、どう

しても結婚されているお母さんは子どもさんの問題が出てきます。私の身近にいろ

いろ２０代後半から、３０代前後の方は、子どもを預ける場所がなくて、働けると

いう期待をして保育園に預けたいのに、抽選に入らなかったという実際の問題がこ

の地域でも出ています。では、保育園を作ればいいのかと言うと、少子高齢化にな

って今後それがどれだけ活かせるかというのは別の問題としてあると思います。ま

ずはお母さんが働けるように子どもを預かる場所は一つの課題だなっていうのを

実感しています。近場でそういうお声をいっぱい聞きます。１１ページに現在の育

成確保を支援しているところに、若者の奨学金という欄があるのですが、そこに書

いてある事業の概要の奨学金があまりイメージできない。奨学金をもらって大人に

なってから子どもたちに就職を促進して払っていってくださいねっと読み取れる。

市として奨学金を出してからに立ち去らないで、ここにいてもらいたいと、働きか

けたと思いますが、それが読み取りにくい。それから、人材育成の支援ですが、企

業が抱えるその他の育成の課題に関して研修をするとこまではわかるのです。けれ

ども、その次の世代を担う子どものものづくりを教えましょうという意味合いだと

思います。それが、文面としてわかりにくいです。せっかく奨学金を出すよと甲賀

市で取り組みを他にもいろいろされている。例えば固定資産税は減免しますよとか

そういった、甲賀市にいることでプラス要素になることが、この実施プランの中に、

あまり感じ取れず、おおまか過ぎてプラスになる部分が印象に残りにくいという感
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想です。 

 

事務局 

・ まず一つが子育て支援のイメージです。当課には、女性活躍推進室も組織として

ございまして、例えば実施プランでいきますと１２ページ、女性高齢者等の活躍推

進の同じような扱いに女性活躍推進ということでは、商工業振興計画と並行して男

女共同参画計画の見直しを進めています。その中で、今の女性活躍推進法に基づく

女性活躍推進計画案をここも含んだ形で計画を今作り直しておりまして、そこで子

育て環境の整備をしっかり盛り込んでいく予定です。私も平成２５年、そこにいた

わけですけども今の子育て応援施策、それが法整備されまして、子育て計画を作り

なさいということになって、２５年度までに作りました。そこでもまさしく今の児

童クラブであったり、保育園であったり、あとはいろんなファミリーサポートであ

ったりそういう子育て施策を全体的にまとめている計画もありますので、今言って

いただきましたようなところ商工業振興計画がここでおさらいさしていただいて、

付帯の部分では男女共同参画計画であったり、子育て支援計画であったり、そこで

働ける環境づくり、子育て応援という視点等働ける環境づくりという両方で抑えて

いくという流れになってくると思っているところです。二つ目の奨学金の話、本当

に予算化がこの前議決できました。この文面ではまずいと改めて思っておりますの

で直させてください。中身的には年１００万円で、平均的に返す奨学金の額をみま

しょうというようなざっくりした施策です。この前から話していますように、イク

ボスであったりワークライフバランスの認証をとっていただいている企業であれ

ば、そこに就職された方は１００％応援しましょう。市内の小企業に就職された場

合も１００％応援しましょう。そういったところもちょっとＰＲできるような意味

も込めて入れさしてもらいたいと思います。またこの人材育成の関係、赤色を塗っ

てないところは前のままでございますけども、文書整理させてもらいたいと思いま

す。以上でございます。 

 

委員 

・ 全体的なことで、今ごろ申し上げることでないかもしれないですが、見直しにな

りますと、もともとの計画から付け加えてくると、大きな枠組みを考えても、小さ

く書いたりしていると大きい内容と小さな内容が混在しています。これ、僕も全部

じっくり読んでないですけれども、結構これ、付け加えると、適当になってしまっ

ている文章がいくつかあると思う。総合計画があって、他の計画いくつありまし

た？ 

 

事務局 

・ 市全体では数多くあります。当課で今、抱えていますのが、この商工業振興計画、

男女共同参画計画あと就労支援計画、その上には総合計画があります。あと先ほど
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申しました。その子どもの関係の計画であったり障がい関係の計画であったり高齢

者関係の計画であったり、法定計画というのもありまして、昔、総合計画は自治法

上、決まりがあったものが今は任意になったのですが、福祉関係は法律に基づいて、

作らないといけない。 

 

委員 

・ 結局、商工業計画とは、いろいろな経済に関わる様々なことがあります。いろい

ろ計画がわけられた中でそれがまとまって総合計画を実現することになると思わ

れますが、その辺の棲み分けをしっかりした上で、この範囲内だよというように限

定していかないと、例えばインフラも含めて都計法にかかわることもあります。都

計法になると国の大きな法律で縛られているのでなかなか市の条例であることは

できないこともあります。やっぱり甲賀市さんがこのまま全体のいわゆるご商売を

考えている。いろいろな教育を考えてもそうですけど、僕が感じるのはこうしたい

とか、この辺の地域がこうしていきたいなというのが、ちょっと見えないなと思っ

ています。行き当たりばったりな気がして、どうしても民間任せなら構わないので

すけどある程度、市とか、県とか国がここの地域でこういうふうにしていきたいの

だなとか、この地域はこうしていきたいのだなというのがあっても、いいと思うの

ですけど、例えば僕も観光の方で、いろいろお手伝いさしていただきますけど、例

えば車を中心にものすごく考えられているので、インフラのこともやっぱり仕事に

大きく関わってくると思う。特に電車複線化でも草津線もう少し本数増やそうとい

う動きの一方で、頑張ってやっておられるのですけど、住んでいたら電車の便が変

われば大阪でも通えますし、大阪からこっちに通えることもできますので、車でな

かなか大阪へ通うとできないですので、学校も学生さんも含めてです。実は４月か

ら貴生川駅のＪＲの駅員さんがいなくなるのです。貴生川駅は甲賀市のハブ駅です。

信楽高原鐵道、近江鉄道は何とか県や市がお金を出してもらってその下の方は面倒

みて運営されてくださるそうですけど。貴生川駅にも駅員をおかずに下請けさんの

元ＪＲの方が駅員さんに来られるのですけれども、甲南駅から向こうは観光協会が

関与させていただいています。甲賀市でよく複線化っていうことで聞くのですが、

ＪＲは反対に考えておられるので、今後より本数が増えるどころか貴生川駅から向

こうがなくなるぐらいの勢いでＪＲ西日本は整理をしておられるようです。それか

らインフラ部分とか、道のことを想定し、電車のこととか、総合的に考えていかな

いとなかなか商工業の振興ということに難しいというふうには思っています。新名

神中心ですが、トラックの輸送も相当楽になったと思いますし、人の行き来は車を

中心として相当進んでいるかと思うのです。しかし、電車ってやっぱり貴重な交通

手段ですので公共交通がなかなか甲賀市っていうのは、滋賀県でもおそらく１番か

２番くらい悪いのではないですかね。僕はやっぱり電車を使われて、移動しようと

いう方は、僕はもう田舎育ちですけど、やっぱり都会育ちの方もやっぱり電車のこ

とを考えておられる。そんなこともちょっと甲賀市生まれの甲賀出身の方はわから
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ないかもしれないのですけどやっぱりそういうのは、都会育ちの方はまだやっぱり

電車が一番とおっしゃる方も多い。すべて車があって、始まるじゃないですか。特

に甲賀市は多いなと思うのですけど、やっぱり電車というのは貴重だと思うのです。

教育とか福祉とか当然、高齢者の方も全部含めて、かかわってくる話です。やっぱ

り商工業振興計画の中に触れられることと触れられないことと当然あると思うの

です。これはこっちの計画でカバーしているっていうことを市役所さんがお示しい

ただかないとどのように話したらいいかちょっとわからないなっていう気はいた

します。全部関わってくることなので線引きが難しい。どうしても大きな枠でとら

えられている計画の中で細かいものを足していくとこっちに向けているように目

立ってしまう。これを改訂していかれるわけですけども大枠のことと小さなことが

混在している計画になっているので、その辺はどうなのかなっていうのが、もう終

わりかけのときに申し訳ないですが、ちょっと意見が出ることに対して、付け加え

をするのはいかがなものとなって気がいたします。もう少しこう全体が総合計画の

中の振興計画をどのような位置付けで、守備範囲がどこまでみたいな話をもう少し

ご相談いただいて、当然、市役所の方が実行されていくわけですけども、その辺の

話し合いを持たれた中で、観光振興計画の中でも思うのですけどやっぱどうしても

関わってくることが非常に多いので、全部網羅して重なりあっているのも問題ない

と思うのです。 

 

委員長 

・ 様々な計画が総合計画の基に立てられています。今の現状をお話いただいたので

すけれども、貴生川駅の再開発ですね。１３ページと１４ページ、皆さんあまり議

論がされておりませんけれども、重点プロジェクトですね、それぞれ個別の施策の

レベル、効果があるような形で整理がされている。それは、いろいろつけ足してい

くということでは、議論しているのですけれども、こういう計画立てたらレビュー

を当然していくことで、甲賀市の施策をはっきりさせていく。こういう重点プロジ

ェクトっていうようなことでされているということは、その中でも何が重要だとか

ということをメリハリつけてですね。もちろんいろいろご意見あるかと思うのです

けれどもそういう立て付けになっているということをご理解いただきたい。 

 

事務局 

・ 資料１と資料２ということで大きく二つに分かれておりまして、資料の１につき

ましてはその守備範囲の中の大枠の部分の考え方です。資料２の実施プランでは具

体にどういう展開していこうかというところを仕分けしているというところでご

理解願いたい。いろんな計画がありますけども、あくまでも商工業振興計画はこの

テリトリーの中でいろいろ議論を深めていって施策を考えていく。ただ、この場で

いろいろいただいたご意見については、庁内で共有していきながらで進めていきま

す。 
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委員長 

・ 他にございませんでしょうか。 

 

委員 

・ すいません、ちょっと細かいところですけど、１１ページの外国人の方とあるの

ですけれども、中盤で外国人留学生は高度外国人材等の活用って書いてあるのです

けど、何か活用っていう言葉が私的にちょっとなネガティブで、あと調べたら何か、

使うっていうか用いるみたいな、そういう意味合いなので、ちょっとポジティブな

言葉にならないかなと思います。 

 

事務局 

・ ありがとうございます。ちょっと勉強して、適切な言葉を考えていきたいと思い

ます。 

 

委員長 

・ はい、ありがとうございます。よろしいでしょうか。そうしましたら、二点目の

この見直し案についてですね、いろいろなご意見いただきました。新たな視点を含

めまして、それから、さらに、このこういう点を修正しては、とかあるいはこうい

う点を付け加えたほうがいいというような趣旨の文書いただいたかなというふう

に思っております。ありがとうございます。それでは協議事項につきましては以上

でございます。その他スケジュールということでございます。 

 

事務局 

・ スケジュールについて説明 

  ①庁内照会         令和３年 ４月下旬 

②第４回審議会（答申）   令和３年 ５月中旬予定 

③パブリック・コメント   令和３年 ８月 

  ④第５回審議会（策定報告） 令和３年１１月中旬予定 

 

委員長 

・ そうしましたら、次第にある議案は以上でございますけども、円滑な議事進行ご

協力いただきましてありがとうございました。進行を事務局へお返しいたします。 

 

事務局 

・ 長時間にわたりありがとうございました。４月以降におきましても、よろしくご

指導いただければというふうに思っております。今日の部分につきましては改めて

会議録の確認をいただきたいと思っておりますし、それぞれいただきましたご意見、
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今日の資料２にプロットしたものを送らせていただいて、ご意見を賜った後に、先

ほど私が申しましたスケジュールの中に合わしていって策定を進めていきたいと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。それでは、これをもちまして第

３回となります商工業計画審議会を閉じさせていただきたいと思います。どうもあ

りがとうございました。 

 


